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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度 第２回 所沢市自治基本条例推進委員会 

開 催 日 時 令和４年１１月２５日（金）午後６時から午後７時４５分まで 

開 催 場 所 市役所高層棟４階 ４０１会議室 

出 席 者 の 氏 名 川口 直也、池田 亜希子、河原 淑子、廣川 隆通、髙橋 祐二、

萩本 眞一郎、道口 泰己、木寺 元 

欠 席 者 の 氏 名 秋田 誠、藤田 由紀子 

説明者の職・氏名  ―  

 

議 題 

 

(1) 市民参加について 

(2) 若者の市民参加について 

(3) その他 

会 議 資 料 (1) 会議次第 

(2) 資料  第２回所沢市自治基本条例推進委員会 

(3) 資料１ 第２期所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略 総

括表 

(4) 資料２ 第２期所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

 

担 当 部 課 名 

 

経営企画部経営企画課  電話 ０４（２９９８）９０２７ 

経営企画部長 鈴木 哲也 

経営企画部次長 柳田 晃芳 

経営企画課  課 長 小池 純一 

主 幹 古沢 淳子 

副主幹 柴﨑 大助 

主 査 谷口 周 

        主 任 友木 雄太 

        主 任 林 真琴 

 

 

 

 

 



 2 

様式第２号 

 

 発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

副委員長 

 

 

事務局 

 

 

副委員長 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

事務局 

 

 

 

開会後、木寺委員長の進行により議事が進められた。 

 

（１）市民参加について 

①市民参加の現状について、事務局より説明資料に沿って説明を行

った。     

  

 市民意識調査の詳細は集計中とのことだが、いつ頃公表されるの

か。 

 

１２月中に市のホームページに公表予定である。次回の委員会時

に委員の皆さまへも報告することを予定している。 

 

 本日の議題である市民参加とはどう捉えているのか。どういうも

のに参加してもらいたいのか。 

 

 本日のような委員会や会議への出席から市の個々の取組まで、規

模や手法等を問わず広くとらえている。 

 

 例えば環境美化の日に、子どもを連れて参加するっていうのも市

民参加になるのか。 

 

 その通りである。 

 

行政と市民がうまくコミュニケーションをとれているのか、意見

のギャップがないのか、その差を埋めていく場と認識している。 

 

その通りである。 

 

（２） 若者の市民参加について 

①第２期所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗報告につい

て、事務局より説明資料に沿って説明を行った。 

 

 子育て世代の転入増加につながった要因は何か。 

 

 高層マンションの開発に伴い転入者が増加したと思われる。ま

た、子育て支援の取組は進めており、例えば就学前児童の待機児童

数も令和３年は３人と少ない状況にあり、こういった取組が若い世

代に評価され増加につながったと考えられる。 
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 発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

副委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 自身の二人の息子は、都内へ転出してしまったことからも、定住

意向や、愛着度の結果が高かったことは意外であった。 

 

 ２０代の定住意向は低く、３０代になると定住意向は高くなる。

ところざわサクラタウンや西武園ゆうえんちがメディアに多く取り

上げられたことも大きいのではないか。 

 

 まちづくり協議会で見える化シートを作成している。自分が所属

する並木地区は様々な地域から移り住んできた人が多く、観光する

場所もないが、愛着度は高い。高齢化が進み、後継者不足の課題が

ある。 

 先日、自治連合会の視察で横須賀市の自治会の視察に行ったが、

やはり高齢化、後継者不足という共通の課題を持っていたが、自治

会の加入率は８０％を超えていた。（所沢市は６０％弱）。その自

治会では、青年会を作って、使途自由な資金を渡し、各地区の行事

に使うことで、青年会への参加を促していた。若い人をどのように

して地域活動に参加してもらうかが課題である。自治会加入率を上

げる難しさ、環境美化への参加率も低く、呼びかけも難しい。 

 

 自治会の加入率が高いところは、愛着度も高いのか。 

 

 集計中のため、次回の委員会で報告する。 

 

 あと２、３年経つと所沢駅の開発、開智学園の開校など市として

のアイテムが揃ってくるため、コンセプトが重要となる。ＳＮＳを

使ってアイディアを集め、子育て便利アプリなどのオペレーション

を何か１つ作り、所沢市をブランディングしていくのはどうか。 

 あくまで、個人的な経験談になるが、学校・買い物・質の良い学

童があれば共働き世帯は定住すると思う。 

 

②若者の市民参加について、事務局より資料に沿って説明を行っ

た。 

 

事務局として若者は何歳くらいを想定しているのか。 

 

１８～３９歳、その中でも子育て世代を想定している。 

 

市民委員の方にお聞きするが、当委員会も市民参加の一つである

が、これまでもこのような会議参加したことはあるのか。また、参
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 発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

加のきっかけはあるのか。 

 

今回が初めてである。テレビやホームページも見ないため、若者

は市がどんな活動をしているのか知りづらいと思う。所沢市につい

て知る良い機会だと思ったのが委員会参加へのきっかけ。 

 

２回目である。以前にも委員会に参加したことがある。これまで

４つの市に住んだことがあるが、市によってカラーや雰囲気が異な

る。実際に参加し、見て、聞いて、話した方が一番わかりやすいと

思ったため参加した。所沢市は良いところが多いが、ブランディン

グはぼやっとしている印象がある。 

 

初めて参加した。２人の子どもを育て上げ、ＰＴＡの役員などが

なくなったため、やってみようと思った。子育て中はとにかく大

変、忙しかった。子育て世代の設備（おむつ替えシートなど）が充

実したら良いと思う。自治会の行事には親は参加したが、子どもは

参加しなかった。若い人が企画して、若い人を呼び込むのが良いと

思う。個人的にはトコろんが好きであるが、ゆるキャラのランキン

グでもトップにならないのが不思議。もっとＰＲした方がいいと思

う。 

 

秋津に子育て世代サロンが立ち上がったので見学に行ったことが

ある。１５組くらいの親子と、ボランティア、民生委員が参加して

いた。当初は２、３人だったが、参加者の口コミで広がっていっ

た。情報の伝え方として、口コミは重要な要素の一つであると思っ

た。 

 

「広報ところざわ」は見るのか。 

 

近隣住民や知り合いが載ると広報も読むようになる。きっかけづ

くりは重要である。 

 

並木地区は民生委員が定員に満たないが、地区によっては順番待

ちをしている地区もある。 

 

なぜ順番待ちになるのか。 

 

地元で農家、商売をしている方はつながっているように思える。

定員に満たない地域では、生活が忙しく、地域との交流が少ないの

ではないか。 
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 発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

副委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

地区の歴史によって差がでているのではないか。かつて、地域別

に運動会を行っていたが、その際に若い人を見つけて仲間を増やし

ていくという伝統があった。 

 

サラリーマンをリタイアしたリーダーシップのある人を育てるス

クーリングをしてはどうか。目的によって若者の定義を変えればい

い。 

 

縦のネットワークがあるとつながりやすい。子どもがいると繋が

りができるが、子育てが終わると地域との関わりがなくなる。 

 

地域の取組に対し、自分が興味のあることに動かされるのか、人

で動かされるのか。 

 

人である。信頼関係のある人、友達からの声掛けがきっかけにな

りやすい。 

 

親が誘っても行かない。子どもが行くときは、友達からの誘いが

多い。 

 

ＰＴＡや学童の質の問題も解決した方がいい。 

 

働いている人と働いていない人の負担の差が大きすぎる。 

 

ＰＴＡをやってよかったことはあるのか。 

 

子どもと関われること。子どもと一緒にいる時間は限られてい

る。とはいえ、負担が大きすぎるのでＰＴＡ業務についてはアウト

ソーシングすべきと思う。 

 

学校での子供の新たな一面をみることができる。 

 

（３）その他 

 事務局より、所沢市自治基本条例の一部について改正が生じる

ことを報告。 

 

 

               以上 

 


